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永
和
荘
、
市
民
が
利
用
で
き
る
防
災
拠
点
に

問
愛
知
県
か
ら
永
和
荘
跡
地
に
防
災
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
旧
永
和
荘
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
3
月
議
会
で
、
蟹
江
町
の「
希
望
の
丘
広
場
」の
よ
う
な

避
難
場
所
と
し
て
整
備
を
求
め
た
。
今
回
の
発
表
に
つ
い

て
、
市
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

市
長

旧
永
和
荘
が
広
域
防
災
拠
点
の
候
補
地
と
し
て

選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
未
利
用
の
県
有
地
活
用
が
図
ら
れ

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
本
市
の
防
災
に
対
し
て
も
大
変
よ

い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
旧
永
和
荘
の
防
災
拠
点
は
、
地
元
住
民
や
市
民
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
し
て
ほ
し
い
が
。

総
務
部
長

市
民
が
利
用
で
き
る
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
県
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。
整
備
に
関
す

る
市
民
の
意
見
は
、
適て

き
ぎ宜

県
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

問
今
回
、
県
は
旧
永
和
荘
の
土
地
の
約
3
分
の
1
を
活

用
し
て
整
備
す
る
。
残
り
の
3
分
の
2
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

加
藤
敏
彦
議
員

使
用
料
見
直
し
の
経
緯
を

問
合
併
前
の
各
二
町
二
村
の
利
用
料
金
体
制
は
。

企
画
部
長

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
旧
佐
織
町

は
有
料
、
そ
の
他
の
町
村
は
無
料
。
な
お
、
照
明
料
は
四

町
村
と
も
徴
収
し
て
い
た
。

問
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が

あ
っ
た
の
か
。

企
画
部
長

大
き
く
分
け
て
三
つ
に
な
る
。
一
つ
目
は
、

見
直
し
に
賛
成
。
二
つ
目
は
、
見
直
し
に
反
対
。
三
つ
目

は
、
見
直
し
に
理
解
は
す
る
も
再
考
し
て
欲
し
い
。

問
市
民
の
声
に
は
ど
う
答
え
る
の
か
。

企
画
部
長

市
の
補
助
団
体
等
の
う
ち
、
市
内
の
中
学

生
以
下
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
団
体
の
定
期
的
な
活
動
に

対
し
て
は
、
経
過
措
置
と
し
て
3
年
間
に
限
り
5
割
減
額

の
取
り
扱
い
を
追
加
す
る
。 竹

村
仁
司
議
員

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の
設
立
を

問
市
内
の
60
歳
以
上
が
何
名
で
、
そ
の
う
ち
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
何
名
登
録
さ
れ
仕
事
に
つ
い
て
い

る
か
。

福
祉
部
長

市
内
の
60
歳
以
上
の
人
口
は
2
月
1
日
現

在
で
、
2
万
2
千
803
人
。
そ
の
う
ち
登
録
者
は
299
人
に
な

る
。シ
ル
バ
ー
で
は
職
群
と
し
て
八
つ
に
分
け
て
い
る
が
、

六
つ
目
の
一
般
作
業
群
は
、
登
録
187
名
の
う
ち
185
名
が
就

業
の
実
績
が
あ
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
、
市
民

が
発
信
す
る
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
。

教
育
部
長

　
生
涯
学
習
の
立
場

か
ら
考
え
る
と
、
今

後
は
先
進
地
域
を
参

考
に
設
置
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

▲まちづくり市民会議「第6回提案の大会」


